
分娩第1期（陣痛開始から子宮口が10cm開くまで）

初産婦：10〜12時間
経産婦：4〜6時間
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子宮口 0〜3㎝
8〜10分おきに
20〜30秒続く

★陣痛がきたらゆっくりと深い
呼吸をします。

☆陣痛が来ていないときはリ
ラックスしましょう。

・生理痛のような痛み
・おしるし
・腰の軽い痛み

子宮口 3〜8㎝
3〜5分おきに
30〜40秒続く

★痛いときでもこれまでと同じよ
うにゆっくり呼吸をします。

☆食事を摂ってエネルギー補給
しましょう。

☆体を冷やさないようにしましょ
う。

 破水していなければお風呂OK
です。

・腰や下腹の痛みが強くなる
・吐き気が出ることもある
・粘り気の強いおしるし

子宮口 8〜10㎝
2〜3分おきに
50〜60秒続く

★いきみたくなってもできるだけ力を抜くこと
が大切です。

★呼吸を止めず、息を吐くことを意識しましょう。
★落ち着いて呼吸をしましょう。

1〜2分おきに
50〜60秒続く

★痛みにあわせて自
然にいきみます。

☆胎盤が出るときは力を抜き
ます。

★発露（赤ちゃんの頭が少し見えたままになる状態）になった
らいきむのを止めます。

　（助産師が合図します）

★軽い子宮収縮がおこります。

☆腰のマッサージ・お腹をさすり痛みを逃がし
ます。

☆楽な姿勢で過ごしましょう。
☆肛門のあたりを圧迫してもらうと楽になる

時があります。
☆トイレには可能なかぎり歩いていきましょ

う。
・自然に力が入りいきみたくなる
・便をしたい感じがする

☆痛みがないときは
力を抜いて過ごし
ます。

☆いきむ時は……
・十分に息を吸ってから
・目を開けて
・硬いお通じをするように
・自分のお臍をみるように体を丸めます。

・会陰切開をした場合・会陰の
裂傷があった場合には縫合
をします。

・着がえをします。
・出血量や子宮収縮の状態

が問題なければ病室に歩
いて戻ります。

分娩第2期（子宮口が10cm開いてから赤ちゃん誕生まで）

初産婦：2〜3時間
経産婦：1〜1.5時間

分娩第3期
（胎盤が出るまで）

数分〜30分

分娩後2時間

・胎盤が出てきます。
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・万が一の出血に
備えて点滴をしま
す。（お薬は入って
いません。ブドウ
糖の点滴です）

・胎盤が出てから子宮がもと
の大きさに戻ろうとするの
で弱い陣痛のような痛みが
ある。

☆規則正しい痛みが10分以内の間隔でくるようになったら分娩開始です。

☆痛みが強くなり子宮口が少しずつ開いてきます。

お産の経過

【入院が決まったら】

分娩衣に着替えて、赤ちゃんの状
態を確認するためのモニターを
つけます。

☆傷の縫合・診察が終わるま
では体勢はそのままで。

・赤ちゃんにおっぱいを吸
わせます。

・赤ちゃんと一緒のネーム
バンドをします。

・子宮の収縮具合や出血量
の確認をします。

・赤ちゃんの出ぐあいなどで分娩体位をとります。
 それまでは自分の好きな体位で過ごしていきます。
・赤ちゃんの大きさ・会陰の伸び具合いなどをみて会陰切開

をする場合があります。

41


